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要 旨
本稿では国際商取引研究においてソフトロー (soft law) と呼ばれるも
のがいかに生まれ､ 維持されるかを考察した｡ これは国の法令であるハー






い場合も少なくない｡ そこで､ 特殊な規範を有しており､ その発生の経緯
が推測でき､ また規範がいかに維持されているかを確認することができる
コメディ業界の事例を通じ､ 考察の一助とした｡
キーワード：商取引 (international business transaction)､ ソフトロー (soft
law)､ 社会的規範 (social norm)､ スタンダップ・コメディ













上記の ｢しきたり｣ 以外にも､ より具体的にビジネスに直結した慣習を実
務家達は古くから発展させてきた｡ その中に､ 原始的な異文化間取引の形態
とされる沈黙貿易 (silent trade) がある｡ 言葉を一切使用せずに取引を行う
このタイプの貿易に関する記述は､ ヘロドトスの著書 『歴史』 や､ 奈良時代
に完成したわが国の歴史書 『日本書紀』 などに見られる (栗本､ 2013)｡ 亀

























フィールドとし､ 調査を進める｡ 後で詳述するが､ スタンダップ・コメディ
は欧米で発展した話芸である｡ 演者は舞台で披露するオリジナルのジョーク






ソフトロー (soft law)1) とは､ 法的拘束力が保証されていないにもかかわ
らず現実の経済社会で何らかの拘束感が発生している､ 一種の社会的規範で




1) ハードローとソフトローの違いについては (1) 作成段階における国家の関与 (2) 法
的拘束力 (3) 成文化という三つの側面から見ることができる｡ 詳しくは長沼 (2018)
を参照のこと｡
持つ社会的規範である (長沼､ 2018､ p. 66)｡ 国際商取引の世界においてソ
フトローに相当するのは､ モデル法､ モデル約款､ 統一規則､ ガイドライン
などの諸規範や特定の業界において標準的に使用されている商慣習および商
慣行である｡ 具体的な例としては､ 国際商工会議所が作成したインコターム
ズ2010 (輸出入取引に関する定型取引条件)､ 信用状統一規則 (UCP 600)､
そして海上運送上に関する CMI統一規則などである (長沼､ 2018､ p. 67)｡
先に示した例は全て成文化されているため､ 国際取引に従事する人間にと
り参照可能である｡ しかし､ 現代の国際商取引の世界には､ さながら古代の
沈黙貿易のように自然発生的に形成された商慣習があり､ 様々な取引におい
て用いられている｡ 例えばサレンダー B/L (Surrendered Bill of Lading) が
それに該当する｡ この商慣習は日本を中心とするアジア近海航路だけで行わ
れている (長沼､ 2015､ p. 13)｡ その特殊性を一言で述べれば､ 国際商取引
において貨物を受け取る側の人間が､ 通常必要とされる船荷証券 (Bill of




もとへ到着していることが前提となる｡ しかし､ 以下の理由で B/Lよりも
貨物が先に到着するという逆転現象が生じるようになった (長沼､ 2017､ p.
93)｡
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2) B/Lは日本の商法や､ 商法の特別法である ｢国際海上物品運送法｣ に基づく有価証
券であり (商法第767条～第776条､ 国際海上物品運送法第６条～第10条)､ 貨物の引
き取りの際には B/L 原本の提示が必要となる (日本貿易振興機構､ 2018)｡ 新堀
(1990) は船荷証券の基本的な性質を次のように分類している (pp. 195196)｡
(1) 船荷証券は､ その所持人または被裏書人に品物の引渡しを請求する権利を与え
る権利証券 (document of title) である｡
(2) 船荷証券は､ 船会社に引渡された品物の受領証 (receipt) である｡







このため､ しばしば本船が入港しても B/Lが到着せず､ 荷受人も運送人
も困惑するという事態が発生している｡ これは船荷証券の危機 (The B/ L




興味深いのは､ サレンダー B/Lには成文法 (国際条約や各国法など) が
存在せず､ 日本を中心とするアジア近海航路で実施されている商慣習に過ぎ
ないという点である (長沼､ 2015､ p. 48)｡ 何の根拠も存在しないため､ そ
の活用のリスクを問題視する向きも多い4)｡
しかしながら､ アジアにおいてはサレンダー B/Lの使用率が高い (長沼､
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3) 船会社が船積地で発行した B/Lに荷送人が裏書し､ それを船会社が回収する (元地
回収)｡ 船会社は輸入地にある船会社に､ B/Lを元地回収した旨を知らせ､ 荷受人が
B/L原本なしに貨物を受け取れるように手配する｡ サレンダー B/Lは書類名ではな
く､ 手続きのことであるが､ 実務においては元地回収された B/Lのコピーを指す場
合もある (このコピーは B/L発行の証拠であり､ FAXやメールにて荷受人に送られ
る)｡
4) むしろ同じソフトローでもサレンダー B/Lと類似の機能を持ちながら､ より厳密な
海上運送状 (Sea Waybill) を活用する方が安全とする考え方が一般的である｡ ジェト
ロ (2018) は海上運送状について以下のように説明している｡
海上運送状は､ ｢海上運送状に関する CMI統一規則｣ (万国海法会：本部ベルギー・
アントワープ) を採用しており､ 貨物を本船から荷揚げするまでは､ 荷送人
(Shipper) が荷揚地､ 荷受人などの変更を指示することができます｡ また､ 信用
状取引に使用される運送書類として､ 国際商業会議所 (ICC) の信用状統一規則







朝岡 (1975) は ｢このような商慣習が発生し形成される原因は､ 第１に､ 商
業を営む者が伝統的な影響力を有する慣例的行為を好む傾向にあるというこ
とと､ 第２に､ 商敢引それ自体が､ 規則正しい､ 単純化された､ 合理的な常






な取引方法が形成される｣ に至る (p. 241)｡ さらに朝岡は ｢これが長い年
月にわたってひんぱんにくり返し実施されるならば､ いつしかこれが商慣習




ものもある｡ 残念なことに多くが後者に属する｡ 先に触れた沈黙貿易も､ 取
引当事者が合理性を追求し形作られたことは想像できるものの､ それがいか
に始まり､ 改良され､ 維持されたかについては確認することはできない｡ ま
た､ 商慣習としては比較的新しい部類に入るサレンダー B/Lについても､





























































誕生し発展した5)｡ ラウスティアラ＆スプリグマン (2016) が簡潔にまとめ
た歴史によれば､ その起源は当時の米国における中心的娯楽形態であったヴォー
ドヴィル (歌､ 踊り､ 手品､ ジャグリング､ 動物ショー､ コメディなどを含
むショービジネス) にまでさかのぼる (p. 145)｡
ヴォードヴィルのコメディは演劇形式で行われ､ 劇やダンス､ 歌､ また時
としてマジックなどに喜劇的要素が組み合わされたもので､ 現在のように主
にジョークのみを繰り出すスタイルは一般的ではなかったという (p. 145)｡
しかし､ 1920年代末頃になり､ ショーの進行役や MCのキャラクターが強
調されるようになり､ 出し物の円滑な進行を妨げないように計算された簡潔
なジョークのスタイルが､ その後のコメディ世代のワンライナー (１行ギャ












5) McGraw, P. & Warner, J. (2014, April 1). Who invented stand-up? The origins of a pecu-







(pp. 147148)｡ この時代､ ジョークの登場人物は誰でも良かった｡ Nestroff
(2015) によれば､ 当時のジョークは “Did you hear about the guy who. . .”
(～という男の話を聞いたか) や “A fella was walking down the street











その内容は個人的なものとなった｡ また話題の幅も政治､ 人種､ セックス､
宗教､ 時事問題など多岐に渡るようになった (ラウスティアラ＆スプリグマ







保護の対象となっている｡ しかし､ ラウスティアラ＆スプリグマン (2016)
はスタンダップ・コメディ業界において著作権法はほとんど役に立たず､ む
しろ社会規範がコメディアンの間のコピー規制において重要な役割を果たし
ていることを指摘している (p. 145)｡ まず､ 著作権法が役に立たないとい
う彼らの主張について､ その理由を確認しておきたい (p. 151)｡













ると指摘する (p. 153)｡ また､ この規範は通常著作権法が保護対象とする
表現のみならず､ 保護対象としないしないジョークに内在するアイデアをも





な懲罰が含まれていること (p. 154)､ またコメディアンらがコピーに関し
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てはお互いを監視していることから､ 有効に機能すると考えられている (p.

































韓国､ 中国本土､ 香港､ 台湾､ タイ､ ベトナム､ カンボジア､ インドネシア
などにも存在する｡ 日本においては筆者が調査したところ2017年現在､ 17ヶ
所において英語によるスタンダップ・コメディの上演が定期的 (頻度は毎週
１～２回から月１回､ 場合によっては隔月) に行われている (仙台､ 千葉､
阿佐ヶ谷､ 浅草､ 浅草橋､ 恵比寿､ 大塚､ 下北沢､ 中野､ 六本木､ 新井薬師､




















的に知ったことはあったか (ここで ｢盗用｣ と表現するのは､ スタンダップ
業界においてコメディアンが他のコメディアンの作品をステージ上で披露す
ることを､ 一般的に stealもしくは joke theftと表現するからである)｡








ID 所在地 調査対象者出身国 運営年数 (2018年現在)
1 香港 アメリカ 約11年
2 上海 オーストラリア 約８年
3 バンコク タイ 約１年
4 東京 イギリス 約２年
5 大阪 イギリス 約７年
6 福岡 イギリス 約４年
この聞き取り調査の要旨をまとめて､ 以下に結果として報告する｡
結果












生する ｢ネタが被った状況 (overlap)｣ である｡
対象者２ 2018年３月 C氏 上海在住
(1) ジョークの盗用は業界内でよくあることである｡ ただ幸いにも､ 自分
が直接関係する範囲において深刻な問題に発展するようなあからさまな盗用
は発生していない｡

















していたら､ 絶対に誰かに指摘してもらいたいと思う｡ ただし､ 世の中には
悪質なコメディアンもいることは確かである｡ そのようなコメディアンを自
分のクラブに招くことはない｡
対象者３ 2018年９月 S氏 バンコク在住





















いるとは言えない｡ その点､ 上海の業界､ 例えば Kコメディクラブ (イン
タビュー対象者２の C氏が運営する場所のこと) などはプロフェッショナ
ルに運営されていると思う｡
対象者４ 2018年８月 E氏 東京在住
(1) コメディクラブの運営責任者として､ また一介のコメディアンとして､
幸運にも誰かに面と向かってジョークを盗用したと注意する必要に迫られた


























すること､ そして他のコメディアンのジョークを盗むこと) は､ 将来その報
いを受けるということである｡


















するにせよ､ これがもし私のクラブのレギュラー (対象者５の D氏のクラ
ブには､ Regularと呼ばれるコメディアンたちが正規メンバーとして所属し
ており､ 彼らが中心となりコメディーショーを行っている) であれば､ 絶対
に話をして注意を促す｡ ただし､ オープンマイカー (素人の飛び入り参加者
のことで英語では Open Micerと呼ぶ) や外部から来たゲストのコメディア
ンである場合､ おそらく特に何も言わないだろう｡
対象者６ 2018年８月 H氏 福岡在住
(1) 私はコメディアンが他の人間のジョークをステージで披露するところ
を個人的に目撃したことがある｡ 似ているだけという作品もあれば､ 全文が






ジで多くの客が見ている中､ 即興で作ったものだ｡ 客とのやり取り (crowd




必ず話をする｡ 新人の場合､ 無知から過ちを犯す場合がある｡ ある時､ プロ
のジョークを使用した経験の浅いコメディアンに ｢それは良くないことだ｣





間がいる｡ 私の目の前でそのようなことが起き､ 私が ｢もしかしたらコピー






















ような ｢監視｣ を強く行っているわけではないことが示唆された｡ まず彼ら
は一様にジョークのコピーには反対しているものの､ 実際にジョークがコピー
されたものかどうかを判断する上できわめて慎重な態度をとっている｡ 例え
ば東京の ID 4は ｢多文化環境｣ という事情に触れた上でルールを理解して


















次に､ 特殊な規範がいかに発達し､ 維持されるかを考察するため､ 以下の
条件を満たすスタンダップ・コメディ業界に注目をした｡ その条件とはハー
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上海､ バンコク､ 東京､ 大阪､ 福岡のアジアにおける六都市の関係者からイ
ンタビューデータを集めることができた｡ ここで示唆されたのは､ アジアに
おけるジョークのコピー防止規範適用は､ 欧米よりも慎重に実施されるとい
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